








【消防法　基準適合】

(上)1m以上

(前)1m以上

(後)4.5cm以上
(横)30cm以上

使用場所と取り扱いについて
●右図のように周囲から離して使用してください。
●洗濯物の下で使用しないでください。また本体の上に
洗濯物などをのせないでください。

●倒したり、落としたり、強い衝撃を加えないでください。
●本体の上に乗ったり、もたれたりしないでください。
●使用中や使用後しばらくは、本体上部・前面、ヒータ
　ーや反射板、ガードが高温なので、やけどに注意して
　ください。
●熱に弱い材質の床面は変色、ヒビ割れ、そり返りなど
　が発生することがあります。
　またほこりやたばこの煙などで変色することもあります。
　保護のため熱に強いマットなどを敷いてください。

他の機器との併用について
　本体の近くにファン（扇風機）など、他の機器を置いて併用しないでください。
   火災事故につながります。

　本製品は、お部屋全体を暖めるものではありません。局部採暖器具としてご利用ください。

消防法で周囲から離す距離
が決められています。

●本体を揺らしたり、振動を加えると、内部でカチカチと
音がし、一時的に通電しないことがあります。
　これは、転倒OFFスイッチが働いたもので、異常では　
　ありません。

●壁などに立て掛けたり、傾斜の大きい床面で使用しない
   でください。必ず、水平な場所でご使用ください。

本体を移動するときや保管するときにご利用ください。
●コードをバンドでたばね、本体裏面の電源コード掛けに
掛けてください。

電源コード掛けの使いかた

コードをたばねて通電しない。
コードが過熱し、火災・感電の原因となります。警告
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電源コード掛け

バンド

ON・OFF

使いかた

防災対応型　
二重安全転倒OFFスイッチについて

知っておいていただきたいこと

お手入れと保管のしかた

本体上部の孔ガード取付部
（上側・まっすぐな方）

  ガード取付部
（下側・曲がっている方）

本体下部の孔
●  ガード・反射板・本体に付着したほこりやごみをとき      
    どき取り除いてください。
    ※ほこりが焦げたり、故障の原因となります。
    ※ヒーターを手で触らないよう、注意してください。

●  お手入れのあとは、ガードをしっかり取り付け、よく
    乾燥してから通電してください。

●  薄めた台所用洗剤（中性）に、タオルなどを浸してし
　 ぼり、汚れをふき取ってください。
    ※化学ぞうきんをご使用の場合は…
    化学ぞうきんの注意書に従ってください。  

汚れをふき取る

ガードを開く

●  ベンジン・シンナーなどは使わないでください。
    変色や故障の原因になります。

●  電源プラグを抜き、本体が冷めてからお手入れをしてください。
必ずお守りください

ガードを手前に引き、本体上部の孔からガード取付部
（上側・まっすぐな方）を外す。(左右2カ所)

ガードを押し上げながら、本体下部の孔からガード取
付部（下側・曲がっている方）を外す。(左右2カ所)

お手入れ
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首振り機能について

音について

ニオイについて

●首振り機能はスムーズに回転させるため、あそび（構造上のすきま）があり、本体がぐらつきますが故障ではありません。
●自動首振り中はモーターの回転音やこすれる音がすることがありますが、故障ではありません。

●通電開始時や通電終了後、しばらく本体より音が出ることがありますが、これは本体の温度膨
張および収縮による音で故障ではありません。

●通電中「ジィ－」と音がすることがあります。これはヒーターが熱によりわずかに振動する音で、故障ではありません。
●本体をゆらしたり、持ち運ぶときなどに「カタカタ」と音がすることがあります。これはヒーター
取り付け部のあそび（構造上のすきま）によりヒーターが動くためで、故障ではありません。

●使い初めは十分に換気をする。
　初めてご使用になるときは、煙や塗料のニオイなどが出ることがあります。
ご使用にともない出なくなりますが、煙やニオイが出た場合は十分に換気をしてご使用ください。

●また、次シーズン初めて使用になるときもニオイがすることがあります。
　（ヒーターに付着したホコリなどがこげるためです。）
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